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新 しい 注射 用 カ ルバペ ネム 系抗 生 物質biapenem(BIPM)を 急 性気 管 支 炎1例,感 染 を伴 っ

た び まん性 汎 細 気 管支 炎1例,気 管支 拡 張 症1例,肺 炎7例,マ イ コプ ラ ズマ 肺 炎1例 に

使用 した。 本剤 の 臨床効 果 は,著 効1例,有 効8例,無 効1例,判 定 不 能1例 で あ り,細

菌学 的効 果 は消失1例,減 少1例,不 変1例,菌 交代1例,不 明7例 で あ っ た。本 剤 に よ

る と思 われ る副 作用 は認め な か った。 臨床検 査 値 の検討 では,1例 で使用 後 軽度 の顕微 鏡 的

血尿 を認め たが本 剤 との 因果 関係 は不 明 で あ っ た。
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日本 レダ リー(株)で 新 し く開 発 された注射 用 カ ルバ

ペネム系抗生物質biapenem(BIPM)を11例 の呼吸器感染

症に使 用 し,検 討 した。

対象症例は,1991年9月 よ り1991年12月 までに新潟

大学医学部 附属病 院 第二 内科 お よび新 潟 県厚 生連 中央

綜合病院 内科 にて取 り扱 った症 例 で,男7例,女4例,

年齢は57歳 か ら74歳 で あった。対象疾 患は,急 性気 管

支炎1例,感 染 を伴 っ たび まん性 汎 細 気 管 支 炎1例,

気管支拡 張症1例,肺 炎7例,マ イ コプ ラズマ肺炎1例

で あ った。 全例 基礎 疾 患 あ るいは合 併症 を有 し,内 訳

は肺癌3例,気 管支 拡張症1例,慢 性肺 気腫1例,陳 旧

性肺 結 核1例,糖 尿 病2例,SLE(systemic lupus erythe-

matosus)1例,脳 梗塞1例,高 血圧4例 で あ った(Table

1)。

Table 1-1. Clinical results of biapenem treatment

SLE: systemic lupus erythematosus
DPB: diffuse panbronchiolitis
LC: lung cancer
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Table 1-2. Clinical results of biapenem treatment

LC: lung cancer NF: normal flora
DM: diabetes mellitus ND: not done
CPE: chronic pulmonary emphysema

BIPMは,1日300～600mgを2回 に分 け,点 滴静 注

で使 用 した。期 間 は6～15日,総 使 用量 は1.8～9.0gで

あっ た。

BIPM使 用に よる効 果の判定 は,起 炎菌 の明 らか な症

例 では,細 菌 の 消失 の有無 をみた細菌 学的効 果 と自他

覚所見 お よび験 査 所見 の改善度 をみた臨床効 果の2面 か

ら実 施 した。

BIPM使 用に よる成績の概要 はTalbe 1に示 した。臨床

効 果 は,脳 梗 塞 に合併 した肺炎 の1例 が 無効,マ イ コ

プ ラズマ肺 炎1例 が判定不 能 であったが,他 はいずれ も

有効 以上の成績で あった。細菌学的効 果は,H.imfiuezae

の2例 では1例 が消 失,1例 が不 変,Pseudomonas areu-

ginosaとStreptococcus pneumoniaeの 検 出 された1例 ではS.

pneumoniaeは 消 失 した もの の 、Paeruginosaは減少 す るに

とどまった。 また,Klebsiella pneumoniaeの1例 は,本 剤

使 用後,Enterococcus faecalisに 菌交代 した。総 計す ると

,消 失1例,減 少1例,不 変1例,菌 交代1例,不 明7

例 であ った。

本 剤 に よる と考 え られ る副作 用 は認め なか った。本

剤 使 用前 後臨 床検 査値 の変 動 はTable2に 示 したが,1

例 で本剤使 用後尿 沈渣で 毎視 野5～10の 軽度の顕微鏡的

血尿 を認 め た。 本剤 との 因果 関係 は不明 であるが,使

用 終 了後,無 処 置 で消失 した。

以上 の ご と く,BIPMを11例 の感染 症 に使用 し,有

効 性 と安 全性 を検 討 したが,難 治性 の基礎疾患 を有 し

た感染症が 多か ったが,良 好 な臨床成績が得ちれた。こ

れ はBIPMの 黄 色 ブ ドウ球菌 を含 め た グラム陽性球菌 ・

緑 膿 菌 を含 め た グ ラム 陰性 桿 菌 に対 す る広 い抗菌 ス

ペ ク トル と強い抗菌 力1)を 如実に示す もの と考えちれる。
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Table 2. Laboratory findings before and after biapenem treatment

B:before A:after

文 献

1) 守殿 貞夫: 第41回 日本化 学療法 学会 西 日本 支部 総

会, 新 薬 シ ンポ ジウム, L-627, 神 戸, 1993



742
CHEMOTHERAPY

DEC.1994

Clinical study of biapenem
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We evaluated the clinical efficacy and safety of biapenem(BIPM), a new carbapenem antibiotic.

BIPM was administrated to 11 respiratory tract infections. The patients received the drug,

intravenously, for 6 to 15 days in dose of 0.3•`0.6g/day. Clinical effects were excellent in 1, good in

8, poor in 1, unknown in 1. No side effects were noticed. But as abnormal laboratory findings,

microhematuria was observed in one case.


